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裏表紙に関連記事があります

　
大
郷
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
で
き
て

38
年
目
。
私
が
指
導
者
と
し
て

10
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
19
名
で
、
全
員

が
町
内
（
女
子
９
名
・
男
子
10

名
）。
練
習
日
は
週
２
回
、Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
水
曜
日
）・

大
郷
中
（
金
曜
日
）
で
す
。

　
相
手
の
チ
ー
ム
よ
り
個
人
の

能
力
が
劣
っ
て
い
て
も
、
チ
ー

ム
全
員
で
協
力
す
れ
ば
試
合
に

勝
て
る
こ
と
。
ま
た
、
子
ど
も
・

保
護
者
・
指
導
者
が
一
体
と
な
っ

て
活
動
す
る
こ
と
で
す
。
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
魅
力
は
子
ど
も
の
一

生
懸
命
さ
と
連
帯
感
、
集
中
力

が
身
に
つ
く
こ
と
で
す
。

　
成
績
を
残
す
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
中
学
・

高
校
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
。

　
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
、
仲
間

た
ち
で
協
力
し
て
や
る
こ
と
が

楽
し
い
で
す
。

（
小
学
６
年
生
　
早
川
星
葵
さ
ん
）

　
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
進
め

て
い
き
た
い
で
す
。

（
小
学
６
年
生
　
鎌
田
莉
帆
さ
ん
）

　
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
始
め
て

か
ら
、
メ
ン
タ
ル
面
が
変
わ
り

ま
し
た
。
嫌
だ
と
言
わ
ず
に
、

練
習
に
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
６
年
生
を
送
る
会
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
い
つ

も
寂
し
く
思
い
ま
す
。

　
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク

ラ
シ
ッ
ク
で
の
侍
ジ
ャ
パ
ン
優

勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
大
谷
選
手
が
米
国
の
ト
ラ
ウ

ト
選
手
を
空
振
り
の
三
振
に
お

さ
え
た
瞬
間
バ
ン
ザ
イ
を
し
た

の
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。本
当
に

感
動
を
あ
り
が
と
う
。

　
新
年
度
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。当
初
予
算
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、本
誌
や
５
月
中
旬
に
開

催
す
る
議
会
報
告
会
に
多
く
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ご
確

認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
そ
ろ
そ
ろ
田
植
え
が
始
ま
り

ま
す
。今
年
の
天
候
は
ど
う
な
る

の
か
心
配
は
尽
き
ま
せ
ん
が
秋

に
は
豊
作
を
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。　
　
　
　    

若
生
　
　
寬

大郷ミニバスケットボールスポーツ少年団

指導者

児玉　慎也さん
（東成田）

しんこ  だま

よし むら きよし

や

チ
ー
ム
の
紹
介

子
ど
も
た
ち
か
ら

今
後
の
目
標
は
？

家
族
か
ら

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

ご
一
緒
に

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

ご
一
緒
に

チ
ー
ム
全
員
で
協
力

指
導
者
と
し
て
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
？

る
い
き

り

は
や
か
わ

か
ま 

だ

ほ

「トルコ・シリア
　　　地震救援金」
「トルコ・シリア
　　　地震救援金」
大郷町議会から、日本赤十字社
を通して10万円を寄附しました。

町村議会広報クリニック
に参加しました
町村議会広報クリニック
に参加しました ２月16日（木）

全国町村議員会館
「議会への理解と
　関心をひろげる
　　広報のために」
講師 ： エディター・広報アナリスト
　　   吉村　潔  氏

宮城県議会正副議長市町村議会
訪問意見交換会

　各自治体や議会の近況等
の情報交換、地域の課題共
有を行うため、県議会菊池恵
一議長、池田憲彦副議長が
市町村を訪問しました。
　２月６日に来町し、石川議
長、若生副議長と意見交換を
行いました。
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特別会計・事業会計予算（対前年比）

令和 5年度　一般会計予算

災害復興関連事業災害復興関連事業
●防災コミュニティセンター等事業費
●かわまちづくり事業
●防災住環境整備支援事業補助
●被災住宅再建支援金
●町管理河川（滑川）緊急浚渫事業
●避難道路整備関連

３億 5765万円
1165万円
550万円
1000万円
6226万円

1億 8950万円

生活環境支援関連生活環境支援関連
●高齢者の外出支援事業「ふれあい号」
●住民バス指定管理料・公金徴収業務
●ごみ収集・焼却処理
●町道維持・新設改良費・橋梁修繕費
●生活応援商品券（１人 5000円）

647万円
3174万円

１億 4048万円
１億 6950万円
3975万円

移住定住促進事業移住定住促進事業
●地域おこし協力隊関連費用
●若者・子育て世帯定住促進奨励金
　（固定資産税相当額助成）
●定住促進事業補助
●起業者等支援補助
●縁の郷テレワーク整備・改修など

1780万円
868万円

330万円
850万円

１億 14万円

子育て応援・教育関連子育て応援・教育関連
●ＩＣＴ支援業務
●保育事業負担金
●小・中学校給食費・こども園主食費等無償化
●通園バス運行補助金（認定こども園）
●小・中学校スクールバス運行業務
●子育て医療費助成（0～ 18歳まで）

402万円
１億 8302万円
3841万円
1531万円
4226万円
2751万円

復興の加速、過疎脱復興の加速、過疎脱復興の加速、過疎脱 却へ却へ却へ 55億7000万円55億7000万円55億7000万円

一般会計

歳　入

歳　出

（財源）

（使いみち）

国民健康保険

９億3758万円
（2859万円増）

介護保険

11億3205万円
（2921万円増）

後期高齢者医療

9812万円
（548万円増）

下水道事業

２億2812万円
（446万円増）

農業集落排水事業

7533万円
（1924万円増）

戸別合併処理浄化槽

7176万円
（205万円増）

宅地分譲事業

725万円
（１億2122万円減）

水道事業会計

２億4441万円
（1536万円増）

収益的支出

▲１億4064万円（271万円増）

資本的支出

地方交付税
13億4000万円
地方交付税
13億4000万円

民生費
12億4930万円
民生費
12億4930万円

総務費
11億3311万円
総務費
11億3311万円

教育費
4億4244万円
教育費
4億4244万円

土木費
10億7938万円
土木費

10億7938万円衛生費
4億3083万円
衛生費
4億3083万円

公債費 4億5988万円公債費 4億5988万円

消防費 2億1622万円消防費 2億1622万円

農林水産費 3億5031万円農林水産費 3億5031万円
議会費 9526万円議会費 9526万円
その他 1億1327万円その他 1億1327万円

町税
12億7868万円
町税
12億7868万円

繰入金
5億5333万円
繰入金
5億5333万円

国庫支出金
7億6781万円
国庫支出金
7億6781万円

町債
6億1170万円
町債
6億1170万円

県支出金 2億7738万円県支出金 2億7738万円

地方消費税交付金 1億9484万円地方消費税交付金 1億9484万円
諸収入 1億2765万円諸収入 1億2765万円

使用料及び手数料 7881万円使用料及び手数料 7881万円

その他 3億3980万円その他 3億3980万円

一般会計予算（当初）の推移

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度  令和５年度

40億円

0

50億円

55億円

45億円
45億9800万円

48億2000万円

51億0000万円 51億3000万円

55億7000万円

▲防災コミュニティセンターイメージ図

地方公共団体の財源
を均衡にするため、国
から交付されるお金

災害復興事業、道路改
良、町営住宅維持管理
などにかかるお金

住民バス、庁舎建設基
金積立、防災、防犯関
係などにかかるお金

認定こども園の運営、
児童手当、ふれあい号
や障がい福祉などに
かかるお金

基本検診、がん
検診、予防接種
やごみ処理など
にかかるお金
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庁
舎
建
設
基
金

問　
ど
こ
ま
で
基
金
積
立
を
考

え
て
い
る
の
か
。

答　

10
億
か
ら
20
億
円
程
度
。今

後
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
建
物
を

建
て
る
の
か
を
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

秋
ま
つ
り

問　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
し
な
い

の
か
。

答　
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
と
し
て
親
子
で
体
験
で
き
る

よ
う
な
形
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
を

計
画
し
て
い
る
。

無
形
文
化
財
保
護

問　
総
合
学
習
で
の
予
定
は
。

答　
羽
生
田
植
踊
保
存
会
の
指

導
を
受
け
小
学
３
年
生
を
対
象

に
年
間
10
時
間
く
ら
い
総
合
学

習
の
中
で
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
い
。

地
場
農
産
物
の
利
用

問　
給
食
で
ど
れ
く
ら
い
使
わ

れ
て
い
る
か
。

答　

12
品
目
、町
内
３
団
体
お
よ

び
個
人
９
人
か
ら
供
給
。生
産
者

を
取
材
し
て
給
食
時
に
上
映
し
、

思
い
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

大
郷
産
牛

問　
多
く
の
町
民
か
ら
い
つ
で

も
郷
産
牛
が
購
入
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る
。

答　
夏
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
宣
伝
し
て
い
る
。道
の

駅
で
の
販
売
も
考
え
た
が
、生
も

の
な
の
で
仕
入
れ
と
販
売
量
の

管
理
が
難
し
い
。

外
国
語
指
導
助
手

問　
小
学
校
で
の
外
国
語
指
導

助
手
の
時
間
を
増
や
し
て
は
。

答　
中
学
校
が
週
４
日
、小
学
校

が
毎
週
火
曜
日
の
予
定
。小
学
校

か
ら
要
望
あ
れ
ば
臨
機
応
変
な

対
応
は
可
能
。

粗
大
ご
み

問　
集
積
所
に
冷
蔵
庫
が
放
置

さ
れ
て
い
た
例
も
あ
る
が
、防
犯

カ
メ
ラ
設
置
の
補
助
は
。

答　
１
基
に
つ
き
上
限
３
万
円

で
２
分
の
１
補
助
す
る
も
の
が

あ
る
。

通
園
バ
ス

問　
空
席
が
多
い
と
感
じ
る
が
、

小
型
に
す
る
な
ど
検
討
す
べ
き

時
期
で
は
。

答　
園
と
の
協
定
が
期
間
満
了

す
る
ま
で
に
、運
行
形
態
な
ど
利

用
し
や
す
く
協
議
す
る
。

起
業
者
等
支
援

問　
ど
う
い
う
内
容
か
。

答　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
の
補
助
。空
き
店
舗
再
生
支
援

は
、町
内
に
新
規
出
店
す
る
個
人

事
業
者
ま
た
は
中
小
企
業
者
を

対
象
。既
存
店
舗
改
修
支
援
は
、

町
内
事
業
者
を
対
象
。

交
通
安
全
の
整
備

問　
危
険
箇
所
を
把
握
し
た
上

で
安
全
管
理
が
必
要
で
は
。

答　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
に
よ
る

デ
ー
タ
を
元
に
、教
育
委
員
会
、

総
務
課
、地
域
整
備
課
、大
和
署
、

土
木
事
務
所（
県
道
）が
調
査
し
、

連
携
し
て
改
善
を
進
め
て
い
る
。

消
防
団
員
確
保

問　
機
能
別
団
員
な
ど
で
残
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
指
導
し
て
ほ

し
い
が
。

答　
機
能
別
団
員
へ
の
移
行
に

つ
い
て
各
部
長
に
伝
え
て
い
る
。

令
和
４
年
度
退
職
者
16
名
の
う

ち
２
名
移
行
し
た
。

議
員
報
酬

問　
議
員
定
数
が
14
名
か
ら
12

名
に
減
る
。
報
酬
増
の
考
え
は
。

答　
今
の
段
階
で
は
考
え
て
い

な
い
。

敬
老
会

問　
今
年
は
開
催
予
定
か
。

答　
３
年
間
中
止
だ
っ
た
が
今

年
は
で
き
る
限
り
開
催
し
た
い
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬

散
布
実
施
支
援
補
助

問　
年
何
回
く
ら
い
実
施
す
る

計
画
な
の
か
。

答　
町
内
の
農
業
者
や
法
人
な

ど
が
ド
ロ
ー
ン
で
農
薬
散
布
し

た
場
合
に
３
分
の
１
程
度
、
10

ア
ー
ル
当
た
り
５
０
０
円
、
年

間
上
限
50
万
円
程
度
で
補
助
金

を
交
付
す
る
も
の
。

空
き
家
バ
ン
ク

問　
町
の
方
か
ら
出
向
い
て
情

報
収
集
す
る
考
え
は
。

答　
出
向
く
と
か
な
り
マ
ン
パ

ワ
ー
が
必
要
。別
の
や
り
方
で
の

解
決
法
を
探
っ
て
い
け
れ
ば
と

思
う
。

橋
梁
修
繕
工
事

問　
成
田
橋
、小
屋
館
橋
、宮
下

橋
の
状
況
は
。

答　
５
年
以
内
に
補
修
す
る
。成

田
橋
は
床
板
の
上
に
ひ
び
割
れ

な
ど
が
あ
り
、架
け
替
え
か
注
入

補
習
か
検
討
中
。ほ
か
の
２
橋

は
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
部
分
が
腐
食

し
て
い
る
状
況
。

土
砂
採
取
へ
の
指
導

問　
町
が
開
発
業
者
に
指
導
し

た
裏
付
け
と
し
て
の
文
書
は
あ

る
の
か
。

答　
改
善
命
令
み
た
い
な
も
の

は
文
書
で
出
し
て
い
る
と
思
う

し
、回
答
も
あ
る
と
思
う
。県
の

積
極
的
な
立
ち
入
り
調
査
な
ど

も
求
め
て
い
き
た
い
。

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
除
去

問　
通
学
路
の
近
く
は
早
急
に

撤
去
す
べ
き
で
は
。

答　
自
己
負
担
が
発
生
す
る
も
の

な
の
で
強
く
は
言
え
ず
、お
願
い

は
し
て
い
る
が
進
ま
な
い
状
況
。

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新

問　
ど
の
く
ら
い
残
っ
て
い
て
、

い
つ
更
新
完
了
す
る
の
か
。

答　
約
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

毎
年
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
修

繕
し
て
い
る
の
で
、約
８
年
で
更

新
完
了
予
定
。

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

問　
ど
う
い
う
内
容
か
。

答　
水
道
施
設
や
水
道
管
な
ど

の
老
朽
化
や
更
新
に
つ
い
て
全

部
策
定
し
て
い
き
、
10
年
単
位
で

の
水
道
料
金
検
討
も
含
ま
れ
て

い
る
。

被
災
住
宅
再
建
支
援
　

問　
支
援
内
容
は
。

答　
新
築
が
４
件
、
補
修
10
件
。

場
所
は
中
粕
川
地
区
や
被
災
し

た
と
こ
ろ
が
対
象
。

認
知
症
予
防

問　
予
防・早
期
発
見
の
た
め
の

機
関
を
設
け
て
は
。

答　
初
期
状
況
を
把
握
す
る
に
は

い
ろ
い
ろ
な
検
査
な
ど
が
あ
る
の
で
、

活
用
し
な
が
ら
やって
い
き
た
い
。

一般会計・特別会計・ 水道事業会計予算を一般会計・特別会計・ 水道事業会計予算を一般会計・特別会計・
徹 底 検 証

水道事業会計予算を
　令和５年度の予算を審査するため、特別委員会を
設置し、６日間にわたり各課ごとに質疑応答を行い、
慎重審議・検証しました。
　本会議では委員会審査報告の後、採択し、一般会計
および各種会計を可決しました。

吉田　耕大 副委員長 和賀　直義 委員長

▲町内外から多くの親子が参加

▲町ぐるみの保存・継承を

▲消防団は地域の宝

▲いつまでも元気に長生きを

購入 100万円
改修 50万円

既存店舗改修支援

空き店舗再生支援

50万円

上限額
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みんなの議会
おおさと
みんなの議会
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の意見 を提言の意見 を提言の意見 を提言
生活環境の利便性向上を生活環境の利便性向上を

2020

住民バス・ふれあい号
住民バス・ふれあい号のさらなる利便性向上に努められたい。
問　ふれあい号運行について、改善されたい。
答　利用者の利便に寄与できるか、検討していきたい。

問　交流人口を図るために、縁の郷入口の
道路の整備の考えは。
答　進入路も今の進入路を整備するより
も、ガーデン計画した道路を広くしたほう
が底地整地にお金がかからないので、今の
道路を２メートルぐらい広げれば、十分観
光バスでも入れるようになる。

防犯カメラ

町境付近の県道に防犯カメラを設置さ
れたい。

えにしのさと線
町道えにしのさと線の整備を図られたい。

問　新たな商品開発やさらなるサイト活
用、自動販売機でのふるさと納税などを検
討されたい。
答　町の特産品を見つけていきたい。自動
販売機でのふるさと納税も前向きに検討
する。

ふるさと納税
ふるさと納税の目玉となる返礼品の開発
とサイトの活用を図られたい。 問　今年度予算にはないが、ぜひ開催して

ほしい。
答　実施してほしいというのであれば、や
る方向で考える。

夏まつり再考
夏まつり開催を再考されたい。

問　広く町民からの意見を反映してほし
い。
答　多くの若い方々の意見を聞き進めてい
きたい。

かわまちづくり事業
かわまちづくり事業は広く町民から意見
を求め、計画されたい。

問　人口減少対策などいろんな分野の人を
募集したほうがいいのでは。
答　そういった地域おこし協力隊を募集し
ている。

地域おこし協力隊
活性化事業に沿って地域おこし協力隊の
募集に努められたい。

問　年々イノシシが増えてきているので、
農業法人などにできるだけ免許取得しても
らうようお願いしては。
答　補助事業を活用し、広く町民や農業法
人に周知し、協力をお願いしていきたい。

わな免許取得
わな免許取得の周知徹底、取得者の増を
図られたい。

学力向上
※ＩＣＴを活用し、学力向上に努められたい。

※通信技術を活用したコミュニケーション

無形文化財の継承
無形文化財の継承を町全体で進められたい。

消防団員確保
消防団員の確保に努められたい。

受診率向上
各種検診の受診率向上に努められたい。

ごみ集積所に防犯カメラを設置されたい。

改善改善

改善改善

大和・松島線等整備
大和・松島線等県道の整備を強く要望さ
れたい。

改善改善

改善改善

税収入
税の収入率向上に努められたい。
改善改善

推進推進

推進推進

推進推進

推進推進
推進推進

推進推進

強化強化

強化強化

町当局へ　 項目町当局へ　 項目町当局へ　 項目

▲夏まつり開催を

▲町民の意見を大切に

見直し見直し
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水道事業会計
基本料金の軽減を検討されたい。

介護保険特別会計
認知症の理解促進、早期発見、相談体制
の整備に努められたい。

下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計

戸別合併処理浄化槽特別会計

加入促進に努められたい。

推進推進 推進推進

見直し見直し

　
第
１
回
定
例
会
、
令
和
５
年
度
一

般
会
計
予
算
の
審
議
に
お
い
て
修
正

案
の
緊
急
動
議
が
提
案
さ
れ
、
賛
成

少
数
に
よ
り
否
決
し
た
。

発
議
者　
熱
海　
文
義
議
員

　

一
般
会
計
当
初
予
算
よ
り
、縁
の
郷

テ
レ
ワ
ー
ク
整
備
事
業
費
９
０
０
０
万

円
を
減
額
す
る
修
正
案
を
提
出
。

〈
提
案
理
由
〉

　
「
縁
の
郷
」に
９
０
０
０
万
円
か
け

て
も
交
流
人
口
が
増
え
る
か
不
安
で

あ
る
。そ
れ
よ
り
今
、町
に
定
住
し
た

く
て
も
土
地
が
な
い
状
況
な
の
で
、定

住
に
つ
な
げ
る
方
策
と
し
て
旧
東
沢

町
営
住
宅
の
地
盤
の
修
正
、改
修
を
す

べ
き
と
考
え
る
。縁
の
郷
テ
レ
ワ
ー
ク

施
設
に
お
金
を
か
け
て
も
町
の
税
収

は
１
円
も
入
ら
な
い
。

討　
論
一
般
会
計

新
し
い
取
り
組
み
を
評
価

　
多
少
宿
泊
客
の
報
告
な
ど
を
受
け
て
い

る
が
、い
ま
だ
に
㈱
ラ
ト
リ
エ
の
実
績
が

見
え
な
い
。テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
整
備
費
用

の
半
分
の
４
０
０
０
万
円
は
国
か
ら
補
助

が
あ
る
が
、町
か
ら
お
金
や
力
を
貸
す
こ

と
が
多
く
、そ
こ
ま
で
面
倒
を
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。修
正
案
に
賛
成
す
る
。

修
正
案
賛
成

石
川　
壽
和 

議
員

い
ま
だ
に
実
績
が
見
え
な
い

い
ま
だ
に
実
績
が
見
え
な
い

　
新
年
度
予
算
に
お
い
て
子
育
て
支
援
等

の
定
住
促
進
施
策
の
継
続
、物
価
高
騰
対

策
の
生
活
応
援
商
品
券
発
行
、空
き
店
舗

等
を
活
用
す
る
起
業
者
へ
の
支
援
な
ど
、

新
し
い
取
り
組
み
も
あ
り
評
価
す
る
。町

民
の
意
見
を
さ
ら
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

期
待
し
賛
成
す
る
。

原
案
賛
成佐

藤　
　
牧 

議
員

新
し
い
取
り
組
み
を
評
価

　
「
縁
の
郷
」で
町
が
貸
し
て
い
る
不
動
産

に
関
し
て
は
町
で
対
応
し
て
す
ぐ
に
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
縁
の
郷
」は
観
光

資
源
と
し
て
す
ば
ら
し
い
の
で
、町
外
、県

外
か
ら
も
来
て
い
た
だ
く
べ
き
と
考
え
原

案
に
賛
成
す
る
。

原
案
賛
成高

橋　
重
信 

議
員

「
縁
の
郷
」は
観
光
資
源

「
縁
の
郷
」は
観
光
資
源

議案
第５号
第６号
第７号
第８号
第９号
第10号
第11号
第12号
第13号
第14号
第15号
第16号
第17号
第18号
第19号
第20号

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正

債権管理条例の一部改正
職員の定年等に関する条例の一部改正
人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正
職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改正
職員の懲戒の手続、効果等に関する条例の一部改正
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
職員の育児休業等に関する条例の一部改正
議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
特別職の職員で常勤の者の給与及び旅費に関する条例の一部改正

子ども・子育て会議条例の一部改正

職員の給与に関する条例の一部改正
職員等の旅費に関する条例の一部改正
企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

法
改
正
等
に
と
も
な
い
条
文
・
条
項
を
改
正
す
る
も
の

議案第６号　職員の定年年齢を２年ごとに１歳ずつ段階的に引き上げ、65歳とする。

定年年齢 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳

年度 令和
９～10年度

令和
13年度

町職員の定年年齢引き上げ
令和

５～６年度
令和

７～８年度
令和

11～12年度

議　案

第22号

第23号

第43号

宮城県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び宮城県市町村職員退
職手当組合規約の変更

宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会を共同設置する地方公共団体の数の減
少及び宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会共同設置規約の変更

宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会を共同で設置する地方公共団体の数の減少
及び宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会共同設置規約の変更

白石市外二町組
合（白石市、蔵王
町、七ヶ宿町）が
解散し、白石市
外二町組合を条
文から削る

歯科診療所貸し付け延長歯科診療所貸し付け延長
【
議
案
第
42
号
】
財
産
貸
付

１　
貸
し
付
け
す
る
財
産

　
　
名
称　
旧
大
郷
町
立
歯
科
診
療
所

２　
貸
し
付
け
の
相
手
方

　
　
仙
台
市
宮
城
野
区
新
田
一
丁
目

　
　
19
番
54
号

　
　
医
療
法
人
社
団　
青
葉
会

３　
貸
付
金
額

　
　
年
額
62
万
５
２
０
０
円

４　
貸
付
期
間

　
　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

　
　
（
５
年
間
）

議案第３号　個人情報保護審議会条例の制定
　　　　　　個人情報保護は廃止し、新たに個人情報保護審議会条例を制定するもの。
議案第４号　個人情報保護法施行条例の制定
　　　　　　個人情報の保護に関する法律の施行に伴い、新たな個人情報保護法施行条例を制定するもの。

▶ 

歯
は
大
事
で
す

一般
議案

一
般
議
案

議員発議の修正案を否決

　

㈱
ラ
ト
リ
エ
が
管
理
す
る「
縁
の
郷
」の

高
付
加
価
値
化
事
業
計
画
の
信
頼
性
を
裏

付
け
る
も
の
が
定
か
で
な
く
、計
画
倒
れ
が

予
想
さ
れ
る
。あ
ま
り
に
も
無
責
任
な
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
方
式
の
事
業
計
画
で
あ
り
、行
政

信
条
の「
夢
新
」で
は
な
い
、心
の
な
い
思
い

つ
き
の「
無
心
」に
よ
っ
て
町
民
に
ツ
ケ
が

回
ら
な
い
よ
う
に
願
い
反
対
す
る
。

原
案
お
よ
び
修
正
案
反
対

千
葉　
勇
治 

議
員

計
画
倒
れ
が
予
想
さ
れ
る

計
画
倒
れ
が
予
想
さ
れ
る

む 

し
ん

む 

し
ん

▲宿泊棟の７室がテレワークに
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補正
予算

次ページから一般質問 ただただ

７名が町政を質す！

議案採決結果一覧表 太陽光により税収増

復興まちづくり事業調査費

太陽光により税収増

復興まちづくり事業調査費

　一般会計補正予算の歳入では、太陽光発電に係る税収入３億6620万円増額となったが、歳出では
令和４年度事業確定により10億6945万円の大幅減額補正となったことなどにより、歳入歳出それ
ぞれ66億2924万円となった。

【一般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）】

【一般
会
計
補
正
予
算
（
12
号
）】

問　
今
後
も
太
陽
光
に
よ
る
増
収

は
見
込
め
る
の
か
。

答　
今
年
度
が
ピ
ー
ク
で
今
後

は
下
が
っ
て
い
く
。

問　
財
政
が
厳
し
い
中
、
な
ぜ

増
額
し
た
の
か
。

答　
将
来
に
負
担
の
か
か
ら
な

い
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
基
金

を
積
み
立
て
し
た
い
。

問　
調
査
内
容
は
。

答　
場
所
は
、
か
わ
ま
ち
計
画

を
予
定
し
て
い
る
北
側
約
55
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
調
査
す
る
。

問　
そ
の
目
的
は
。

答　
全
体
事
業
費
や
用
地
取
得

の
方
法
・
農
地
転
用
が
で
き
る

か
を
調
査
し
、
事
業
実
施
の
実

現
性
を
探
す
の
が
目
的
で
あ
る
。

太
陽
光
税
収
入

町
有
地
売
り
払
い

庁
舎
建
設
基
金

５
０
０
０
万
円
増
額

　ライブ中継と録画を動画サイ
ト「YouTube（ユーチューブ）」
にて配信しています。
　右記の QR コードよりご覧い
ただけます。

午前 10時～
６月６日(火)から
６月９日(金)まで

次　回
定例会

　一般会計補正予算では、歳出に
おいて復興まちづくり計画検討
業務に1912万円計上され、歳入
歳出それぞれ66億4837万円と
なった。

▲慎重に調査を

補
正
予
算

(↑)は増額、(↓)は減額 可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　継続：継続審査　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

報告第１号

議案第１号

議案第２号 一　般　会　計（第10号）76億9870万円

専決処分の報告
第１回
臨時会
P20

工事請負変更契約の締結

（514万円 ↑ ）

可

可

報告のみ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ―
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議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

第
１
回
定
例
会

議案第40号

委発第１号

議発第１号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第３～23・42～43号

請願第１号

議案第31号

議案第32号

議案第44号

修正動議

議案第41号

消費税インボイス制度実施延期を求める意見書（案）　P19

大郷町議会の個人情報の保護に関する条例の制定　P19

「消費税インボイス制度実施延期を求める意見書」提出についての請願　P19

補正
予算

補正
予算

　　一　　　般　　　会　　　計  　　　　　　　　55億7000万円

令
和
５
年
度
当
初
予
算
　
P
２～

８

特
別
会
計

補
正
予
算
　
P
10

水　　道　　事　　業　　会　　計
①収益的支出：2億4441万円
②資本的支出：1億4064万円

特
別
会
計

水　　道　　事　　業　　会　　計（第３号）
①収益的支出：2億4552万円（167万円↑）

一　　　般　　　会　　　計（第12号）      66億4837万円（1912万円↑）

一般会計（修正案）　P8　　　　　　　　　　　　54億8000万円（9000万円↓）

国民健康保険（第４号）　　　　　　　　　　9億3513万円（1489万円↑）

介護保険（第３号）　　　　　　　　 　　　11億1986万円（1300万円↑）

後期高齢者医療（第２号）　　　　　　　　 　　9362万円（4万円↓）

下水道事業（第３号）　　　　　　　　　　　2億1977万円（661万円↓）

農業集落排水事業（第２号）　　　　　 　　　　5737万円（8万円↓）

戸別合併処理浄化槽（第３号）　　　　 　　 １億873万円（401万円↓）

宅地分譲事業（第２号）　　　　　      　　1億2819万円（397万円↓）

国民健康保険　　　　　　　　　　　　　　 　9億3758万円

介護保険　　　　　　　　　　　　　　　　　11億3205万円

後期高齢者医療　　　　　　　　　　　　　    　9812万円

下水道事業　　　　　　　　　　　　　　　 　2億2812万円

農業集落排水事業　　　　　　　　　　　　　    7533万円

戸別合併処理浄化槽　　　　　　　　　　　　    7176万円

宅地分譲事業　　　　　　　　　　　　　　　     725万円

一　　　般　　　会　　　計（第11号）      66億2925万円（10億6945万円↓）

採
決
結
果

吉
田

耕
大

佐
藤

　
牧

赤
間

茂
幸

大
友

三
男

藤
千
加

中
み
つ

熱
海

文
義

石
川

壽
和

和
賀

直
義

高
橋

重
信

石
垣

正
博

千
葉

勇
治

若
生

　
寬

石
川

良
彦

議　案　名（略称）
雄 子

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ―

否 ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ● ● ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可 ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ―

佐 田

㈱青木製作所

㈲大郷グリーン
ファーマーズ

旧田布施町営住宅

旧大松沢公民館

価格

1427万円

2885万円

相手方



13 令和５年５月
№210

12令和５年５月
№210 みんなの議会

おおさと
みんなの議会
おおさと

みんなの議会
おおさと
みんなの議会
おおさと

問　
国
で
は
令
和
元
年
度
よ
り
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
各
自
治
体

に
配
分
。
森
林
の
整
備
や
木
材
の

利
用
推
進
を
図
る
よ
う
進
め
て
い

る
。
　
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
、
森

林
環
境
税
が
徴
収
さ
れ
る
。

　
納
税
額
は
、
１
人
当
た
り
１
０

０
０
円
で
住
民
税
に
上
乗
せ
さ
れ

る
。
　
令
和
６
年
度
か
ら
、
配
分
さ
れ

る
金
額
は
増
え
る
も
の
と
考
え
る

が
国
か
ら
の
説
明
は
。

答　
町
長　
森
林
環
境
譲
与
税

と
し
て
、本
町
に
は
令
和
元
年
１
４

１
万
円
、２
年
度
２
９
９
万
円
、３

年
度
２
９
６
万
円
、４
年
度
は
確

定
し
て
い
な
い
が
３
８
０
万
円
程

度
を
見
込
む
。

　

配
分
額
の
増
額
が
前
倒
し
に

な
って
い
る
状
況
。

問　
本
町
で
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
は
ほ
と
ん
ど
が
使
わ
れ
て
お

ら
ず
に
積
立
金
（
基
金
）
と
な
っ

て
い
る
。

　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
に

充
て
て
い
く
つ
も
り
な
の
か
。

答　
町
長　
基
金
残
高
は
、令
和

４
年
３
月
末
現
在
で
約
４
２
９
万

円
。森
林
整
備
計
画
を
策
定
し
、間

伐
や
路
網
整
備
な
ど
の
森
林
整
備

を
実
施
し
た
い
。

問　
み
や
ぎ
環
境
税
（
県
税
年
１

２
０
０
円
）。
森
林
環
境
税
の
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
農
政
商
工
課
長　
み
や
ぎ
環

境
税
は
森
林
所
有
者
が
行
う
森
林

整
備
の
支
援
。森
林
環
境
税
は
林

産
業
と
し
て
採
算
性
が
な
く
、管

理
が
行
き
届
か
な
い
森
林
を
市
町

村
が
集
約
し
管
理
す
る
も
の
。

問　
各
自
治
体
か
ら
の
人
口
移

動
だ
け
で
は
、
国
全
体
の
人
口
は

変
わ
ら
な
い
。
新
た
な
子
ど
も
の

誕
生
こ
そ
が
、
大
事
で
あ
る
。

　
結
婚
か
ら
出
産
、
育
児
そ
し
て

子
ど
も
が
社
会
に
巣
立
つ
ま
で
、

一貫
し
た
プ
ラ
ン
が
必
要
。

　
本
町
の
考
え
は
。

答　

町
長　

子
育
て
支
援
と
し

て
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
、３

歳
以
上
の
児
童
保
育
・
学
校
給
食

の
無
償
化
、小
・
中
学
校
の
新
入

生
・
転
入
者
に
対
し
て
運
動
着
購

入
費
用
の
支
給
、子
ど
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
全
額
助
成

な
ど
、県
内
の
自
治
体
に
先
駆
け
て

様
々
な
事
業
を
行
って
い
る
。

　
今
後
も
、出
産
・
子
育
て
を
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、事
業

を
継
続
し
て
い
く
。

森林環境譲与税の使い道は
森林所有者への意向調査実施（町長）

かわまち
づくり 町民全体に説明を
６月末まで議会・町民に説明する（町長）

石垣　正博
いし がき まさ ひろ

さ
ら
な
る
子
育
て

　
　
支
援
に
努
力
を

さ
ら
な
る
子
育
て

　
　
支
援
に
努
力
を

議
員吉田　耕大

よし だ やす ひろ
議
員

▲森林環境譲与税の活用を

問　
今
後
、町
民
の
意
見
の
集
約
・

反
映
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

答　
町
長　
一般
公
募
の
町
民
と

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
き
、そ
こ
で
の

意
見
を
参
考
に
し
、「
大
郷
町
か
わ

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」で
審
議
の
上

計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

問　
高
齢
者
の
方
々
の
利
用
目
的

と
な
る
も
の
は
反
映
さ
れ
る
の

か
。

答　
復
興
推
進
課
技
監　
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
の
中
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な

ど
意
見
が
あ
っ
た
。家
族
連
れ
の
方

も
利
用
で
き
る
よ
う
バ
ラ
ン
ス
よ
く

施
設
を
設
置
し
た
い
。

問　
町
民
全
体
へ
の
事
業
コ
ス
ト

の
説
明
や
意
見
交
換
会
な
ど
の
予

定
は
。

答　
町
長　
６
月
末
ま
で
を
目
標

に
、議
会
や
町
民
に
向
け
た
説
明
の

場
を
設
け
、よ
り
幅
広
い
意
見
を
い

た
だ
け
る
よ
う
調
整
し
て
い
く
。

問　
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
全

体
コ
ス
ト
の
把
握
は
。

答　
復
興
推
進
課
技
監　
事
業

費
な
ど
の
確
定
し
た
数
値
は
持
っ

て
い
な
い
。

問　
町
が
進
め
て
い
る
「
か
わ
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
と
ス
ポ
ー
ツ
関

連
企
業
の
誘
致
は
、
か
わ
ま
ち
づ

く
り
事
業
が
困
難
と
な
っ
た
場
合

で
も
、
企
業
誘
致
さ
れ
る
の
か
。

答　
町
長　
ス
ポ
ー
ツ
関
連
企
業

の
誘
致
は
別
案
件
と
な
り
、町
民

や
農
業
法
人
、学
識
経
験
者
な
ど

多
方
面
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
、

持
続
可
能
な
事
業
計
画
策
定
に
向

け
、作
業
を
進
め
て
い
る
。

問　
町
長
公
約
で
も
あ
る
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
パ
ー
ク
構
想
の
進
捗
状
況

は
。

答　

町
長　

自
然
体
験
や
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
満
喫
で
き
る
事
業
と

な
る
よ
う
、民
間
企
業
か
ら
提
案

を
受
け
つ
つ
、事
業
の
実
現
性
や
企

業
の
信
用
性
、町
が
求
め
る
イ
メ
ー

ジ
と
の
整
合
性
な
ど
を
考
慮
し
進

め
て
お
り
、数
社
と
協
議
し
て
い

る
。

問　
予
定
さ
れ
る
内
容
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
、内

容
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
確
定

し
た
も
の
は
な
い
。

問　
現
在
の
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン

建
設
予
定
地
や
羊
牧
場
跡
地
な

ど
す
ぐ
に
活
用
で
き
る
場
所
に
つ

い
て
、
進
め
る
べ
き
で
は
。

答　
町
長　
条
件
の
良
い
エ
リ
ア

に
な
り
得
る
が
、そ
こ
を
切
り
取
っ

て
、先
行
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

ス
ポ
ー
ツ
関
連
企
業

　
　
誘
致
の
状
況
は

ス
ポ
ー
ツ
関
連
企
業

　
　
誘
致
の
状
況
は

ア
ス
レ
チ
ッ
ク

　
　
パ
ー
ク
構
想
は

ア
ス
レ
チ
ッ
ク

　
　
パ
ー
ク
構
想
は

▲町民に内容説明を（吉田川河川敷）

一
般
質
問

一
般
質
問



15 令和５年５月
№210

14令和５年５月
№210 みんなの議会

おおさと
みんなの議会
おおさと

みんなの議会
おおさと
みんなの議会
おおさと

問　
平
成
29
年
に
田
中
町
長
が

再
選
し
た
４
期
目
以
降
、
依
然
と

し
て
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
。

６
年
間
の
人
口
増
加
対
策
効
果
は

あ
っ
た
の
か
。

答　
町
長　
令
和
３
年
度
実
績
で

16
名
の
社
会
増
、
89
名
の
自
然
減

で
73
名
の
減
と
な
っ
た
が
、
転
入

者
が
転
出
者
を
上
回
っ
た
こ
と
は
、

施
策
の
効
果
の
表
れ
と
考
え
て
い

る
。

問　
古
民
家
再
生
や
か
わ
ま
ち
づ

く
り
事
業
、
民
間
の
ス
マ
ー
ト
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
を
誘
致
す
る
こ
と

で
将
来
的
に
人
口
増
を
図
る
と
し

て
い
る
が
、
効
果
が
不
確
実
。
即

効
性
が
あ
り
確
実
に
人
口
増
に
つ

な
が
る
宅
地
造
成
に
特
化
し
た
事

業
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
町
長　
移
住
・
定
住
人
口
の

増
加
を
目
指
す
た
め
に
、
交
流
人

口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
。

民
間
事
業
者
に
よ
る
宅
地
分
譲
を

積
極
的
に
後
押
し
し
、
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
人
口
増
に
つ
な

が
る
施
施
策
を
推
し
進
め
た
い
。

問　
移
住
者
が
暮
ら
し
や
す
い
と

思
え
な
け
れ
ば
、
定
住
に
つ
な
が

ら
な
い
と
考
え
る
。
行
政
区
運
営

費
を
増
額
し
、
移
住
者
や
各
区

民
の
協
力
費
の
負
担
軽
減
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
総
務
課
長　
１
行
政
区
当
た

り
８
万
円
に
１
世
帯
当
た
り
５
５

０
円
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

を
交
付
し
て
い
る
。
区
費
は
各
行

政
区
に
お
い
て
適
正
に
算
出
さ
れ

て
い
る
も
の
と
推
察
す
る
。

問　
今
後
、
行
政
区
運
営
費
の

増
額
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

答　
総
務
課
長　
区
長
会
か
ら
増

額
の
強
い
要
望
が
あ
れ
ば
、
財
務

当
局
と
検
討
し
な
い
わ
け
で
は
な

い
。

問　
平
成
29
年
か
ら
の
６
年
間
の

財
政
状
況
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
の
か
。

答　
町
長　
東
日
本
台
風
災
害

な
ど
に
よ
り
町
債
が
増
加
し
た
が
、

基
金
残
高
は
増
加
し
て
お
り
、
財

政
上
問
題
な
い
。

問　
平
成
29
年
度
と
比
較
し
て
、

町
債
は
令
和
３
年
度
約
６
億
６
６

０
０
万
円
増
の
約
65
億
４
０
０
０

万
円
と
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
を

は
じ
め
移
住
し
て
来
た
方
を
含

め
、
町
民
１
人
当
た
り
84
万
円
の

借
金
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
状
況

で
、
将
来
世
代
に
負
担
を
強
い
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
田
中
町
政
の

下
で
削
減
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
町
長　
自
主
財
源
が
限
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
国
・
県
補
助
お
よ

び
後
年
度
に
交
付
税
措
置
さ
れ
る

有
利
な
町
債
な
ど
を
活
用
し
た
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
本
町
に
と
っ
て
有
利
な
町
債
を

活
用
し
た
各
種
事
業
を
今
後
も
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

人口増加対策効果はあったのか
転入者が転出者を上回った（町長）

中粕川復興まちづくりの計画は
スポーツ関連の企業誘致を（町長）

大友　三男
おお とも みつ お

財
政
状
況
は

財
政
状
況
は

議
員熱海　文義

あつ み ふみ よし
議
員

▲子育て世帯増につながった高崎団地

問　
中
粕
川
地
区
の
水
田
55
ヘ
ク

タ
ー
ル
は
、
全
面
積
を
民
間
企
業

が
買
い
取
り
す
る
の
か
。

答　
町
長　
町
が一
括
で
取
得
す

る
方
法
も
含
め
、
調
査
し
計
画
を

策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
民
間
企
業
が
必
要
と
す
る

サ
ッ
カ
ー
場
は
18
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

れ
ば
い
い
の
で
は
。

答　
復
興
推
進
課
技
監　
企
業

か
ら
の
提
案
で
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
面
積
は
18
ヘ
ク
タ
ー
ル
必
要
と

い
う
こ
と
。

問　
２
つ
の
農
業
法
人
の
用
地
は

５
、
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
れ
ば
十
分
で

は
な
い
か
。

答　
農
政
商
工
課
長　
仮
に
参
画

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
13
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
必
要
。

問　
そ
の
他
の
用
地
は
必
要
な
の

か
。

答　
町
長　
他
の
農
業
法
人
も
誘

致
し
た
い
し
、
若
い
人
た
ち
が
今

後
新
し
い
農
業
に
転
換
す
る
起
爆

剤
に
な
って
い
た
だ
き
た
い
。

問　
大
雨
が
降
っ
た
と
き
の
排
水

堀
な
ど
水
の
逃
げ
場
が
な
く
な
る

の
で
は
。

答　
農
政
商
工
課
長　
処
理
量

を
計
算
し
県
に
調
査
を
委
託
し
て

い
る
。

問　
か
わ
ま
ち
づ
く
り
の
現
在
の

計
画
は
。

答　
町
長　
維
持
管
理
手
法
を

含
め
た
素
案
を
作
り
、
議
会
や
町

民
の
方
々
に
お
示
し
す
る
。

問　
河
川
敷
に
ど
の
よ
う
な
施
設

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

復
興
推
進
課
技
監　
サ
ッ

カ
ー
が
で
き
る
広
場
、パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
計
画
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
か
わ
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

メ
ン
バ
ー
の
入
れ
替
え
を
し
、
町

全
体
か
ら
声
を
聞
い
て
は
。

答　
復
興
推
進
課
長　
そ
の
よ
う

な
意
見
が
強
ま
れ
ば
、
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

問　
公
社
の
役
職
３
名
だ
が
、
２

名
で
も
経
営
可
能
で
は
。

答　
町
長　
４
年
連
続
で
増
収
が

図
ら
れ
、
３
名
の
経
営
陣
が
あ
っ

て
の
結
果
だ
と
評
価
し
て
い
る
。

問　
公
社
の
改
善
委
員
会
に
町
長

が
参
加
し
た
ら
、
誰
も
意
見
を
言

う
人
が
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
財
政
課
長　
全
委
員
か
ら
建

設
的
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
６
月
定
例
会
で
空
気
清
浄
機

の
設
置
を
提
案
し
た
が
、
ど
う

な
っ
た
の
か
。
人
命
が
大
事
な
の

で
、
設
置
し
て
ほ
し
い
。

答　
町
長　
財
源
を
ど
う
生
み
出

す
か
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
る
。

㈱
お
お
さ
と
地
域

振
興
公
社
の
運
営
は

㈱
お
お
さ
と
地
域

振
興
公
社
の
運
営
は

小・中
学
校
に

　
空
気
清
浄
機
を

小・中
学
校
に

　
空
気
清
浄
機
を

▲スマートスポーツパーク計画地

一
般
質
問

一
般
質
問



17 令和５年５月
№210

16令和５年５月
№210 みんなの議会

おおさと
みんなの議会
おおさと

みんなの議会
おおさと
みんなの議会
おおさと

問　
「
ス
マ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
構
想
」
の
全
体
計
画
に
つ
い
て

ど
こ
ま
で
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答　
町
長　
こ
の
構
想
は「
ス
ポ
ー

ツ
Ｘ
株
式
会
社
」
と
い
う
企
業
側

が
町
に
提
案
し
て
い
る
も
の
で
、

町
の
事
業
と
し
て
決
定
し
て
い
る

も
の
で
は
な
い
。
今
後
調
査
し
実

現
に
向
け
慎
重
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問　
何
を
調
査
す
る
考
え
か
。

答　
町
長　
ス
ポ
ー
ツ
産
業
と
農

業
が
整
合
し
た
事
業
計
画
と
し
て

成
り
立
つ
か
ど
う
か
や
こ
の
会
社

（
ス
ポ
ー
ツ
Ｘ
㈱
）
の
信
用
性
な
ど

に
つ
い
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　
事
業
の
主
た
る
目
的
は
、
交

流
人
口
の
増
加
と
い
う
こ
と
だ
が

定
住
化
に
つ
な
が
る
の
か
。

答　
町
長　
大
郷
町
の
人
間
性
や

地
域
性
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

ま
ず
何
よ
り
も
大
事
で
あ
り
、
団

地
造
成
は
あ
と
で
い
い
。
企
業
立

地
促
進
法
が
改
正
さ
れ
、
や
り
や

す
い
環
境
に
な
って
く
る
と
信
じ
て

い
る
。

問　
私
が
入
手
し
た
資
料
に
よ
れ

ば
、
い
っ
た
ん
は
全
て
の
農
地
55

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
町
が
買
い
上
げ
る

と
書
か
れ
て
あ
る
。
町
長
が
約
束

し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。

答　
町
長　
私
の
約
束
で
は
な

く
、
そ
の
ほ
う
が
町
が
有
利
だ
。

途
中
で
こ
の
事
業
を
投
げ
ら
れ
て

も
土
地
は
大
郷
町
か
ら
逃
げ
て
い

く
わ
け
で
は
な
い
。
別
な
目
的
に

使
う
こ
と
が
で
き
る
。

問　
大
郷
町
で
は
最
高
の
美
田
を

な
ぜ
農
地
か
ら
外
そ
う
と
す
る
の

か
。

答　
町
長　
農
業
に
付
加
価
値
を

つ
け
る
に
は
異
業
種
間
と
の
交
流

に
よ
っ
て
幹
で
あ
る
農
業
に
ス
ポ
ー

ツ
と
い
う
枝
葉
を
つ
け
な
い
と
大

郷
町
の
農
業
は
ひ
っ
く
り
返
って
し

ま
う
。

問　
町
長
は
こ
れ
ま
で
の
教
訓
を

今
回
の
企
業
誘
致
に
生
か
す
と
い

う
こ
と
だ
が
町
長
に
就
任
し
て
こ

の
間
、
何
か一つ
で
も
成
功
し
た
事

例
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

答　
町
長　
川
内
流
通
団
地
か
ら

上
が
る
町
税
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
い

う
町
に
な
って
い
た
の
か
と
思
う
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
Ｘ
㈱
を
信
用
す
る

根
拠
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

答　
町
長　
２
０
２
６
年
に
東
京

証
券
取
引
所
に
上
場
準
備
を
し
て

お
り
、
町
の
発
展
に
寄
与
し
た
い

と
い
う
企
業
理
念
が
あ
っ
た
の
で
、

町
の
将
来
に
こ
の
企
業
と
共
存
共

栄
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

スマートスポーツパーク構想とは
異業種間の交流で農業に付加価値（町長）

施政方針の重点施策は
全てが重要な施策である（町長）

千葉　勇治
ち ば ゆう じ

議
員和賀　直義

わ が なお よし
議
員

▲農業×スポーツ構想

問　
施
政
方
針
で
思
い
入
れ
の
強

い
重
点
施
策
は
。

答　
町
長　
全
て
重
要
な
施
策
で

あ
る
。「
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
」の
建
設
や「
か
わ
ま
ち
づ
く

り
」な
ど
吉
田
川
を
中
心
と
し
た
に

ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
事
業
を
進

め
て
い
く
。ス
ポ
ー
ツ
関
連
企
業
の

誘
致
は
町
の
将
来
を
大
き
く
左
右

す
る
。町
民
と一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
だ
け

で
な
く
相
乗
効
果
を
生
む
周
辺
の

開
発
が
必
要
で
は
。

答　
町
長　
農
業
と
ス
ポ
ー
ツ
を

リ
ン
ク
さ
せ
た
新
し
い
発
想
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
が
あ
る
。調
査
を
深
く

広
く
進
め
る
。

問　
具
体
的
な
少
子
化
・
子
育

て
支
援
の
新
規
事
業
は
。

答　
町
長　
出
産
後
の
専
門
的
な

ケ
ア
事
業
の
体
制
づ
く
り
、子
ど
も

が
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
と

し
て
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

を
設
置
し
、よ
り
前
向
き
に
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

問　
医
師
不
足
の
カ
バ
ー
、
通
院

が
困
難
な
方
に
対
し
、
集
会
所
や

自
宅
付
近
へ
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
機

器
と
看
護
師
が
乗
っ
た
自
動
車
が

出
向
き
診
療
す
る
移
動
式
オ
ン
ラ

イ
ン
訪
問
診
療
所
の
普
及
が
必
要

で
は
。

答　
町
長　
今
後
の
国
の
通
知
・

指
導
な
ど
に
よ
り
行
う
。

問　
認
知
症
の
人
や
家
族
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
認
知
症

の
理
解
促
進
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養

成
、
相
談
体
制
の
整
備
な
ど
必

要
で
は
。

答　
町
長　
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
実
施
、認
知
症
カ
フ
ェ
の
開

催
、認
知
症
に
関
す
る
理
解
を
深

め
、見
守
り
支
援
に
つ
な
げ
て
い

る
。「
支
え
合
い
助
け
合
う
地
域
社

会
の
構
築
」で
解
決
し
て
い
く
こ
と

に
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
地
域
課
題
の
共
有
お
よ

び
解
決
に
向
け
た
支
援
な
ど
を
推

進
し
て
い
く
。

問　
来
庁
者
が
申
請
書
に
記
入

す
る
こ
と
な
く
、
職
員
の
聞
き
取

り
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活

用
な
ど
で
、
手
続
き
の
申
請
が
で

き
る
「
書
か
な
い
窓
口
」
の
導
入

を
。

答　
町
長　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
に
よ
り
来
庁
不
要
に
な

り
つ
つ
あ
り
、各
種
証
明
証
な
ど
を

コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
る
よ
う
令
和

６
年
４
月
稼
働
を
目
指
す
。「
書
か

な
い
窓
口
」も
含
め
て
利
便
性
の
向

上
や
滞
留
時
間
の
削
減
に
よ
り
、よ

り
よ
い
窓
口
を
検
討
し
て
い
く
。

支
え
合
い
助
け
合
う

　
地
域
社
会
の
構
築

支
え
合
い
助
け
合
う

　
地
域
社
会
の
構
築

書
か
な
い
窓
口

書
か
な
い
窓
口

▲にぎわいある「かわまちづくり」を

一
般
質
問

一
般
質
問

イメージ図



19 令和５年５月
№210

18令和５年５月
№210 みんなの議会

おおさと
みんなの議会
おおさと

みんなの議会
おおさと
みんなの議会
おおさと

【
議
発
第
１
号
】

大
郷
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　
　
　
　
提
出
者　
　
　
　
　
石
川　
壽
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
垣　
正
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱
海　
文
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
賀　
直
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉　
勇
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
生　
　
寛

【
内
容
】（
抜
粋
）　

　

大
郷
町
議
会
に
お
け
る
個
人
情
報
の
適
正

な
取
扱
い
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
と

と
も
に
、議
会
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
開

示
、訂
正
及
び
利
用
停
止
を
求
め
る
個
人
の

権
利
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、議
会

の
事
務
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
を
図
り
つ

つ
、個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
３
月
16
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
郷
町
議
会

　
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度（
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
）実
施
延
期
を
求
め
る
請
願
を
総
務
産
業

常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
結
果「
採
択
す
べ
き
も

の
」と
決
定
。こ
れ
に
基
づ
き
本
会
議
で
採
決
し
た

結
果
、賛
成
多
数
で
採
択
と
な
り
、左
記
の
内
容
の

と
お
り
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

【
委
発
第
１
号
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
出
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
産
業
常
任
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱
海　
文
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賛
成
者　
　
　
　
佐
藤　
　
牧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
生　
　
寛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉　
勇
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋　
重
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
千
加
雄

【
要
旨
】

　
年
間
売
り
上
げ
１
０
０
０
万
円
以
下
の
農
業
者
な
ど
小
規

模
事
業
者
を
は
じ
め
、担
税
力
の
弱
い
事
業
者
に
消
費
税
負

担
を
求
め
る
と「
多
様
な
働
き
方
」は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。制
度
の
周
知
と
準
備
も
進
ん
で
い
な
い
。よ
っ
て
、

中
小
企
業
・
個
人
事
業
主
の
事
業
存
続
と
地
域
経
済
振
興
の

た
め
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
延
期
を
求
め
る
。

　
国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

　
○
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
実
施
延
期
す
る
こ
と

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
が
条
件

と
な
り
平
成
20
年
４
月
１
日
大
郷

中
学
校
が
開
校
さ
れ
15
年
と
な
っ

た
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
が
な
い

地
域
の
生
徒
た
ち
に
も
運
行
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
が
。

答　
教
育
長　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
は
大
松
沢
地
区
に
居
住
す
る
生

徒
が
対
象
。限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
効
率
的
な
運
行
に
す
る
た
め
、大

松
沢
地
区
で
は
小
・
中
学
生
の
乗

り
合
わ
せ
、他
路
線
で
は
増
便
と
な

ら
な
い
よ
う
に
全
路
線
の
運
行
経

路
の
見
直
し
を
し
た
。変
更
は
考

え
て
い
な
い
。

問　
12
月
定
例
会
に
お
い
て
「
団

地
南
側
の
高
台
の
土
地
に
つ
い

て
、
災
害
発
生
時
の
使
用
承
諾
を

得
て
お
り
、
仮
に
県
道
が
冠
水
し

た
場
合
で
も
、
外
部
へ
の
移
動
が

可
能
と
な
る
。
町
道
側
へ
の
接
続

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続

き
要
望
し
て
い
く
」
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。

　
ま
た
集
中
豪
雨
が
発
生
し
た
ら

３
度
目
の
冠
水
に
な
る
。
住
民
の

皆
さ
ん
は
大
変
心
配
し
て
い
る
。

答　
町
長　
団
地
の
開
発
事
業
者

に
対
し
、町
道
側
へ
の
接
続
道
路
の

整
備
に
つ
い
て
要
望
を
続
け
た
と

こ
ろ「
夏
前
ま
で
に
は
道
路
を
整
備

す
る
」と
の
回
答
を
得
た
。現
在
、

施
工
業
者
と
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
調
整
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。

スクールバス運行の見直しを
変更は考えていない（教育長）

高橋　重信
たか はし しげ のぶ

け
や
き
坂
ガ
ー
デ
ン
団
地
の

緊
急
避
難
路
の
建
設
を

け
や
き
坂
ガ
ー
デ
ン
団
地
の

緊
急
避
難
路
の
建
設
を

議
員

▲よりよいスクールバス運行を

町
民
の
声
〜
町
へ
の
一
言
〜

地
域
の
に
ぎ
わ
い
を

後
継
者
対
策
を

大
郷
が
好
き

　
コ
ロ
ナ
禍
は
町
内
商
工
業
者
に
多
く
の
影
響
を
与
え

ま
し
た
。国
・
県
・
町
な
ど
の
継
続
的
な
支
援
策
の
お
か

げ
で
持
ち
こ
た
え
た
感
じ
で
す
。

　
５
月
８
日
よ
り
コ
ロ
ナ
対
策
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま

す
が
、景
気
回
復
に
は
時
間
も
か
か
る
こ
と
か
ら
、さ
ら

な
る
支
援
策
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

夏
ま
つ
り
、秋
ま
つ
り
な

ど
を
開
催
し
、町
民
、地
域
の

に
ぎ
わ
い
を
興
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
町
内
の
農
業
生
産
法
人
は
二
度
の
水
害
、コ
ロ
ナ

禍
、資
材
の
高
騰
と
大
変
厳
し
い
経
営
状
況
で
す
。

　

コ
ス
ト
を
下
げ
る
ほ
場
整
備
の
促
進
と
高
収
益

作
物
の
導
入
、販
売
の
多

角
化
、そ
し
て
何
よ
り
後

継
者
対
策
を
重
点
的
に

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

西塚　忠元

　

町
か
ら
若
者
が
就
職
等
で
い
な
く
な
る
と
か
老
人
し
か

い
な
い
と
か
農
業
の
担
い
手
不
足
と
か
あ
り
ま
す
が
、今
を

生
き
て
い
る
側
か
ら
す
る
と
野
菜
や
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高

騰
で
生
活
が
厳
し
い
状
況
が

辛
い
と
感
じ
ま
す
。

　

特
に
農
家
は
よ
り
辛
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。で
も
大
郷

の
こ
と
は
好
き
で
す
。

石川　大輔
（貝柄塚）（土手崎）

いしかわ だいすけ にしつか ただもと こんどう しげる

一
般
質
問

請
願（
継
続
調
査
）

意　
見　
書

近藤　　茂
（中村）
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20令和５年５月
№210 みんなの議会

おおさと
みんなの議会
おおさと

みんなの議会
おおさと
みんなの議会
おおさと

妊娠・出産に
　　　経済支援
妊娠・出産に
　　　経済支援

第４回　議会報告会開催のお知らせ第４回　議会報告会開催のお知らせ
①令和５年度大郷町予算概要について
②意見交換会
　テーマ：過疎対策、定住促進など

第１回
臨時会
１月30日　中粕川地区復興まちづくり事業、かわまちづくり事業の進捗状況と今後の計画に関して

復興推進課の説明により調査を行った。また、スマートスポーツパーク計画について説明
を受けた。

　町内商工業者などに対し行政と商工会が一体
となった支援強化や地域貢献活動を行えるよう、
商工業振興などについて意見交換を行った。

【
議
案
第
２
号
】

一般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

　
国
の
出
産
子
育
て
交
付
金
を
活

用
し
、
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降

に
妊
娠
届
出
・
出
生
し
た
方
に
５

万
円
。
年
度
内
に
出
生
届
出
し
た

方
に
５
万
円
交
付
す
る
も
の
。

問　
相
談
支
援
の
内
容
は
。

答　
保
健
師
の
対
応
と
な
り
、
妊

娠
届
出
時
に
支
援
な
ど
が
必
要
な

場
合
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
と
伝

え
て
い
く
。

【
議
案
第
１
号
】

　
小
・
中
学
校
外
壁
等
修
繕
工

事
（
７
月
19
日
議
決
）
を
１
１
６

０
万
５
０
０
０
円
増
額
し
、
２
億

４
４
２
５
万
５
０
０
０
円
と
す
る

も
の
。
躯
体
調
査
の
結
果
、
補
修

内
容
が
確
定
し
た
。

問　
設
計
の
時
点
で
確
認
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

答　
足
場
を
か
け
た
時
点
で
損
傷

箇
所
が
確
認
で
き
た
た
め
。

第34回
第35回
１/1７・３/10

専
決
処
分
の
報
告

災害対策調査特別委員会災害対策調査特別委員会
復興事業などの進捗調査

2/20 くろかわ商工会大郷支部との懇談会くろかわ商工会大郷支部との懇談会
総務産業常任委員会

▲よりよいコミュニティセンターに▲今後の復興まちづくりに向けて

委
員
会

　
災
害
公
営
住
宅
建
設
工
事
の
内

容
・
契
約
金
額
の
変
更
。（
69
万

円
増
）

　
外
周
柱
の
大
き
さ
を
変
更
し
、

公
営
住
宅
と
し
て
よ
り
耐
久
性
の

あ
る
構
造
物
に
変
更
す
る
も
の
。

1/4 新年祝詞会 2/14 本県関係国会議員に対する要請活動並びに意見交換会
1/6 黒川消防署出初式　［大和町］ 2/16～17 宮城黒川地方町村議会議長会定期総会　［仙台市］
1/8 大郷町成人式・大郷町消防団出初式 2/16 全国町村議会広報クリニック　［東京都］
1/10 広報広聴常任委員会 2/17 議員全員協議会・議会運営委員会
1/13 総務産業常任委員会 2/20 議員とくろかわ商工会大郷支部との懇談会
1/16 広報広聴常任委員会 2/21 宮城県町村議会議長会定期総会　［仙台市］

宮城県町村議会議員講座［仙台市］ 2/22 議会運営委員会
災害対策調査特別委員会 2/27 議員全員協議会・広報広聴常任委員会

1/23 議員全員協議会 農業委員会への女性委員の登用促進要請
1/30 第１回臨時会・教育民生常任委員会 3/2～16 第１回定例会
2/1 宮城県後期高齢者医療広域連合議会第１回定例会［仙台市］ 大郷中学校卒業式
2/2 宮城黒川地方町村議会委員長研修会［松島町］ 議員全員協議会・議会運営委員会・災害対策調査特別委員会

総務産業常任委員会 3/17 大郷小学校卒業式
宮城県議会正副議長市町村議会訪問意見交換会 3/20 黒川地域行政事務組合議会定例会　［大和町］

2/7 「北方領土の日」宮城県美里集会　［美里町］ 3/24 議会運営委員会・広報広聴常任委員会
2/14～15 宮城県町村議会議長会正副議長研修会　［東京都］ 3/28 広報広聴常任委員会

1/17

2/6

3/10

2/28

月 日 用 務 月 日 用 務

 議会の主な動き（1/1～ 3/31） 議会の主な動き（1/1～ 3/31）

臨
時
会

場所▶くろかわ商工会大郷事務所
内容▶・事業概要および支部活動事業についての説明
　　　・意見交換（主なテーマ）
　　　　①かわまちづくり計画
　　　　②コロナ禍における商工業者への支援策

２/14
～15 ２/2

●
宮
城
県
町
村
議
会
正
副
議
長
研
修
会

●
宮
城
県
関
係
国
会
議
員
に
対
す
る

　
要
請
活
動
・
意
見
交
換
会

宮
城
黒
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　
　
　
　
委
員
長
研
修
会

場
所
：
全
国
町
村
会
館
（
東
京
都
）

活
動
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
疲
弊
し
た
地

域
経
済
の
回
復
等
の
対
策
へ
の
対
応
。

　
　
・
宮
城
県
関
係
国
会
議
員
に
対
し
町
村
の
諸
問
題
解
決

促
進
な
ど
に
つ
い
て
要
望
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

場
所
：
松
島
町

研
修
：
町
村
議
会
常
任
委
員
会
な
ら
び
に
議
会
運
営
委
員
会

の
各
委
員
長
を
対
象
に
、
各
町
村
議
会
に
お
け
る
課

題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施
し
、
各
委
員
長

と
し
て
資
質
の
向
上
を
図
り
、
議
会
機
能
の
高
揚
に

資
し
た
。

２
月
14
日 

「
い
ま
、
政
策
議
会
の

成
果
と
課
題
を
考
え
る
」

法
政
大
学
法
学
部
教
授

土
山　
希
美
枝　
氏

２
月
15
日

「
政
局
の
行
方
」

政
治
評
論
家　
　
　
　
　

　
有
馬　
晴
海　
氏

講　
演

つ
ち
や
ま

あ
り 

ま

は
る 

み

き  

み  

え

内容（予定）
５月13日（土） 大松沢社会教育センター
午後７時～８時30分 ふれあいセンター21
５月14日（日） 中粕川分館
午後７時～８時30分 中村分館

会　場日　時 
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22令和５年５月
№210 みんなの議会

おおさと
みんなの議会
おおさと

みんなの議会
おおさと
みんなの議会
おおさと

常任委員会常任委員会常任委員会
教 育 民 生

協働教育の推進を

▲協働教育の充実を

【調査の概要】
　社会教育課より家庭教育支援事業・地域活
動支援事業・学校教育支援事業の協働教育の
取り組みについて調査を行った。

　小・中学生が転入してきた場合、本町で
決められた運動着を新たに購入することに
なる。転入生にも小・中新１年生入学時と
同じように、運動着の無償支援を行うべき
と考えるが。
（令和４年３月定例会　一般質問より）

　経済的負担軽減の観点から、希望者に対
して運動着の支援を、令和４年度から実施
する。

　転入生への運動着の無償支援について
は、令和４年３月定例会後に小・中学校入
学支援事業実施要綱を一部改正し、令和４
年４月１日から小・中学校新１年生だけで
なく、転入生にも無償支援を開始しました。
令和５年３月 10 日現在で４家庭５名に運
動着の無償支援を行っております。
　今後も子育ておよび移住者支援のため、
転入手続き等の際に保護者に本制度につい
て説明し、無償支援を継続してまいります。

学校教育課

　新型コロナウイルス感染拡大防止により、
各事業の開催や支援事業への参加者が減少し
た。
　新型コロナウイルスパンデミックは子ども
たちの精神状態へ大きく影響があるとの報道
もあり、また少子化・核家族化、社会環境の
変化により育児不安等を持つ人は増えてい
る。

１．事業推進のために、より多くの参加を呼
びかけしたり、ニーズの把握や祖父母の
参加・事業の復活・新たな事業の開催に
取り組まれたい。

２．地域全体で子どもを育てるコーディネー
ターやボランティア、指導者も不足してい
る。協働教育の拡大を図るため、各行政
区・分館長・ＰＴＡ・教育経験者等に働
きかけ、人材確保に努められたい。

意　見

「小・中学校の
　安全対策について」

を調査します。

１
30

次
回
は

常任委員会常任委員会常任委員会
総 務 産 業

過疎脱却に向けた対策を

▲実効性ある過疎対策事業を

【調査の概要】
　財政課、まちづくり政策課から令和５年度
過疎対策事業について、説明を受け、調査した。
　令和４年度に過疎地域指定を受け、当初予
算計上の各種事業を過疎債対応へ振替した。
　令和５年度の計画事業については、都市防
災総合推進事業の一部が新規事業で、その他
は道路等整備事業など従来からの事業である。

１．過疎地域に指定されたことの分析がほと
んどされていない現状で、持続的発展計
画を策定したものの進展が見られない。

２．今まで取り組みたくても取り組めなかった
事業や住民からの要望があってできな
かった事業を検討し、過疎債を有効活用
すべきである。

３．空き家対策、定住対策は専属職員を配置
し、職員研修等を行い進めるべきである。

４．移住定住対策として、民間企業の活力な
どを導入して住宅団地整備を計画的に進
められ、町有地の有効活用も含め、人口
減少に歯止めをかけられたい。

５．過疎脱却に向けた対策を期待したい。

意　見

「農業振興について」
を調査します。

2
6

次
回
は

第８６回

追跡追跡追跡リポートリポートリポート

その後どうなった・・・

その後の対応と今後の計画

▲おそろいの運動着で楽しく！

Tracking Report

運動着の無償支援を

【これまでの意見・提言等】
・令和２年３月定例会　予算審査特別委員
会徹底検証より
・令和３年９月定例会　決算審査特別委員
会意見提言より
・令和４年３月定例会　追跡リポートより

【財政課】
　町で管理する側溝や水路の管理用通路等
の分筆測量及び登記完了後に定住促進用地
または企業誘致用地として公売する予定。
（議会広報２０６号　追跡リポートより）

　旧田布施住宅跡地については売却済、旧
東沢住宅跡地については募集期間中に入札
参加希望者がいなかったため入札不調とな
りました。現在は、先着順の随意契約とし
て購入者を募集しております。

財政課

その後の対応と今後の計画

▲企業用地として活用へ（旧田布施住宅）

旧田布施・東沢団地
解体後の土地利用を

委
員
会
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みんなの議会
おおさと
みんなの議会
おおさと

みんなの議会
おおさと
みんなの議会
おおさと

№210

令和５年５月１日

定例会

町花：つつじ

定例会

3月

6月9月

12月

町花：つつじNO.210NO.210

P. 2  令和５年度予算

ただ
P. 6  町へ20項目の意見提言
P.12 ７名が町政を質す（一般質問）
P.19 町民の声
P.23 追跡リポート

裏表紙に関連記事があります

　
大
郷
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
で
き
て

38
年
目
。
私
が
指
導
者
と
し
て

10
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
19
名
で
、
全
員

が
町
内
（
女
子
９
名
・
男
子
10

名
）。
練
習
日
は
週
２
回
、Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
水
曜
日
）・

大
郷
中
（
金
曜
日
）
で
す
。

　
相
手
の
チ
ー
ム
よ
り
個
人
の

能
力
が
劣
っ
て
い
て
も
、
チ
ー

ム
全
員
で
協
力
す
れ
ば
試
合
に

勝
て
る
こ
と
。
ま
た
、
子
ど
も
・

保
護
者
・
指
導
者
が
一
体
と
な
っ

て
活
動
す
る
こ
と
で
す
。
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
魅
力
は
子
ど
も
の
一

生
懸
命
さ
と
連
帯
感
、
集
中
力

が
身
に
つ
く
こ
と
で
す
。

　
成
績
を
残
す
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
中
学
・

高
校
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
。

　
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
、
仲
間

た
ち
で
協
力
し
て
や
る
こ
と
が

楽
し
い
で
す
。

（
小
学
６
年
生
　
早
川
星
葵
さ
ん
）

　
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
進
め

て
い
き
た
い
で
す
。

（
小
学
６
年
生
　
鎌
田
莉
帆
さ
ん
）

　
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
始
め
て

か
ら
、
メ
ン
タ
ル
面
が
変
わ
り

ま
し
た
。
嫌
だ
と
言
わ
ず
に
、

練
習
に
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
６
年
生
を
送
る
会
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
い
つ

も
寂
し
く
思
い
ま
す
。

　
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク

ラ
シ
ッ
ク
で
の
侍
ジ
ャ
パ
ン
優

勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
大
谷
選
手
が
米
国
の
ト
ラ
ウ

ト
選
手
を
空
振
り
の
三
振
に
お

さ
え
た
瞬
間
バ
ン
ザ
イ
を
し
た

の
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。本
当
に

感
動
を
あ
り
が
と
う
。

　
新
年
度
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。当
初
予
算
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、本
誌
や
５
月
中
旬
に
開

催
す
る
議
会
報
告
会
に
多
く
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ご
確

認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
そ
ろ
そ
ろ
田
植
え
が
始
ま
り

ま
す
。今
年
の
天
候
は
ど
う
な
る

の
か
心
配
は
尽
き
ま
せ
ん
が
秋

に
は
豊
作
を
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。　
　
　
　    

若
生
　
　
寬

大郷ミニバスケットボールスポーツ少年団

指導者

児玉　慎也さん
（東成田）

しんこ  だま

よし むら きよし

や

チ
ー
ム
の
紹
介

子
ど
も
た
ち
か
ら

今
後
の
目
標
は
？

家
族
か
ら

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

ご
一
緒
に

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

ご
一
緒
に

チ
ー
ム
全
員
で
協
力

指
導
者
と
し
て
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
？

る
い
き

り

は
や
か
わ

か
ま 

だ

ほ

「トルコ・シリア
　　　地震救援金」
「トルコ・シリア
　　　地震救援金」
大郷町議会から、日本赤十字社
を通して10万円を寄附しました。

町村議会広報クリニック
に参加しました
町村議会広報クリニック
に参加しました ２月16日（木）

全国町村議員会館
「議会への理解と
　関心をひろげる
　　広報のために」
講師 ： エディター・広報アナリスト
　　   吉村　潔  氏

宮城県議会正副議長市町村議会
訪問意見交換会

　各自治体や議会の近況等
の情報交換、地域の課題共
有を行うため、県議会菊池恵
一議長、池田憲彦副議長が
市町村を訪問しました。
　２月６日に来町し、石川議
長、若生副議長と意見交換を
行いました。




